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令
和
元
年
度
ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ

令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

「
令
和
」
か
ら
始
め
る
「
万
葉
集
」
講
座

第
３
回

吾
妻
振
興
局
中
之
条
合
同
庁
舎

上

野

国

東

歌

を

よ

む

～
群
馬
県
北
部
の
歌
を
中
心
に
～

北

川

和

秀

◎万葉集巻十四（東歌）の配列

上総 １首

下総 １首 東海道
雑 歌

常陸 ２首

５ 信濃 １首 － 東山道

遠江 ２首

駿河 ５首

伊豆 １首

相模 １２首
東海道

武蔵 ９首

上総 ２首
相聞歌

国名判明 下総 ４首

常陸 １０首

信濃 ４首

上野 ２２首
東山道

下野 ２首

７６ 陸奥 ３首

遠江 １首

駿河 １首 東海道

譬喩歌 相模 ３首

上野 ３首
東山道

９０ ９ 陸奥 １首

雑 歌 １７首

相聞歌 １１２首

国名不明 防人歌 ５首

譬喩歌 ５首

１４０ 挽 歌 １首

合計 ２３０首

◎万葉集巻二十・防人歌

①天平勝宝七歳乙未二月、相替り

て筑紫に遣はさるる諸国の防人

等の歌

遠江国 ７首／１８首

相模国 ３首／ ８首

駿河国 １０首／２０首

上総国 １３首／１９首

常陸国 １０首／１７首

下野国 １１首／１８首

下総国 １１首／２２首

信濃国 ３首／１２首

上野国 ４首／１２首

武蔵国 １２首／２０首

８４首／１６６首

②昔年防人…………８首

③昔年相替防人……１首

合計 ９３首
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【
伊
香
保
】

・
万
葉
集
の
時
代
の
「
伊
香
保
」
は
榛
名
山
の
こ
と
。

・
「
い
か
ほ
」
と
い
う
語
の
構
成
は
「
い
か
（
厳
）
」
＋
「
ほ
（
穂
・
秀
）
」
と
考
え
ら
れ
る
。

・
「
ほ
（
穂
・
秀
）
」
は
、
突
き
出
て
い
る
も
の
、
他
か
ら
ぬ
き
ん
で
て
い
る
も
の
。
例
え
ば
、
稲

穂
、
槍
の
穂
、
波
の
穂
な
ど
の
「
穂
」
。
「
炎
（
ほ
の
ほ
）
」
は
「
火
の
穂
」
の
意
。
山
の
名
に
は

ほ

「
高
千
穂
」
「
穂
高
」
な
ど
「
ほ
」
の
付
く
も
の
が
あ
る
。
「
い
か
ほ
」
の
「
ほ
」
も
同
じ
。

・
「
い
か
（
厳
）
」
は
「
内
部
の
力
が
充
実
し
て
い
て
、
そ
の
力
が
外
形
に
角
張
っ
て
見
え
て
い
る

状
態
」
（
『
古
典
古
語
辞
典
』
の
「
い
か
づ
ち
【
雷
】
」
の
項
）
を
表
す
語
で
、
「
い
か
し
（
厳
し
）
」

「
い
か
め
し
（
厳
め
し
）
」
「
い
か
る
（
怒
る
）
」
「
い
か
づ
ち
（
雷
）
」
な
ど
の
「
い
か
」
も
同
じ
。

・
「
い
か
ほ
」
の
「
い
か
（
厳
）
」
は
、
こ
の
山
の
も
つ
ど
の
よ
う
な
性
格
を
「
い
か
（
厳
）
」
と
と

ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

・
山
の
姿

・
雷
の
巣
窟

・
火
山

①
伊
香
保
嶺
に
雷
な
鳴
り
そ
ね
吾
が
上
に
は
故
は
な
け
ど
も
子
ら
に
よ
り
て
そ
（
三
四
二
一
）
上
野
東
歌

ね

か
み

わ

へ

ゆ
ゑ

下総

陸奥

出羽

越後

佐渡

常陸

下野

上野

安房

武蔵

相模

信濃

伊豆

駿河

遠江三河
尾張

美濃

飛騨

志摩

伊勢

大和

近江

能登

越前

和泉
河内

摂津
山城

若狭

伊賀

甲斐

越中

上総

3+7

6+10

1+0

15+3

9+12

3+13

5+11

12+10

5+3

25+4

2+11

4+0

下総

陸奥

出羽

越後

佐渡

常陸

下野

上野

安房

武蔵

相模

信濃

伊豆

駿河

遠江三河
尾張

美濃

飛騨

志摩

伊勢

紀伊

大和

近江

能登

越前

河内

山城

若狭

丹波

伊賀

甲斐

越中

上総

3+7

6+10

1+0

15+3

9+12

3+13

5+11

12+10

5+3

25+4

2+11

4+0

東 国 地 図
（国名の下の数字は
東歌＋防人歌の数）

東 海 道

北 陸 道

東 山 道
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②
伊
香
保
風
吹
く
日
吹
か
ぬ
日
あ
り
と
言
へ
ど
吾
が
恋
の
み
し
時
な
か
り
け
り
（
三
四
二
二
）
上
野
東
歌

あ

《
参
考
》

ａ
韓

亭

能
許
の
浦
波
立
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も
家
に
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し
」
（
三
六
七
〇
）

か
ら
ど
ま
り

の

こ

ｂ
荒
津
の
海
潮
干
潮
満
ち
時
は
あ
れ
ど
い
づ
れ
の
時
か
我
が
恋
ひ
ざ
ら
む
」
（
三
八
九
一
）

あ
ら

つ

し
ほ

ひ

③
上
毛
野
伊
香
保
の
嶺
ろ
に
降
ろ
雪
の
行
き
過
ぎ
か
て
ぬ
妹
が
家
の
あ
た
り
（
三
四
二
三
）
上
野
東
歌

ね

ふ

よ
き

《
参
考
》

・
わ
が
屋
戸
の
君
松
の
木
に
降
る
雪
の
行
き
に
は
行
か
じ
待
ち
に
し
待
た
む
（
一
〇
四
一
）

や

ど

④
伊
香
保
ろ
の
八
尺
の
井
手
に
立
つ
虹
の

顕

ろ
ま
で
も
さ
寝
を
さ
寝
て
ば
（
三
四
一
四
）
上
野
東
歌

や

さ
か

ゐ

で

の
じ

あ
ら
は

《
参
考
》

ａ
虹

に
じ
○
東
国
の
小
児
○

の
じ
と
云
。
（
『
物
類
称
呼
』
巻
一
「
天
地
」
）

＊
『
物
類
称
呼
』
は
江
戸
時
代
中
期
の
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
で
き
た
方
言
集

ｂ
の
じ

虹
（
『
群
馬
県
邑
楽
郡
誌
』
前
編
附
録
「
二
、
方
言
」
）
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
刊

ｃ
ノ
ジ
と
発
音
す
る
の
は
注
者
の
少
年
の
頃
に
も
村
裡
に
は
行
は
れ
た
。

（
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
三
四
一
四
番
歌
の
語
釈
）

＊
土
屋
文
明
氏
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
西
群
馬
郡
上
郊
村
保
渡
田
生
。

か
み
さ
と

ほ

ど

た

【
子
持
山
】

○
子
持
山
若
鶏
冠
木
の
黄
葉
つ
ま
で
寝
も
と
吾
は
思
ふ
汝
は
何
ど
か
思
ふ
（
三
四
九
四
）
未
勘
国
東
歌

こ

も
ち

や
ま

わ
か

か

へ

る

で

も

み

わ

も

な

あ

も

【
利
根
川
】

○
利
根
川
の
川
瀬
も
知
ら
ず
直
渡
り
波
に
あ
ふ
の
す
会
へ
る
君
か
も
（
三
四
一
三
）
上
野
東
歌

た
だ

【
沢
渡
】

○
左
和
多
里
の
手
児
に
い
行
き
逢
ひ
赤
駒
が
足
掻
き
を
速
み
言
問
は
ず
来
ぬ
（
三
五
四
〇
）
未
勘
国
東
歌

さ

わ

た

り

て

ご

あ

が

こ
と

き

《
沢
渡
神
社
の
万
葉
歌
碑
に
つ
い
て
参
考
》

○
君
ノ
尾
よ
り
も
な
ほ
谷
川
に
そ
ひ
て
一
里
あ
ま
り
出
れ
ば
、
伊
香
保
よ
り

直

に
草
津
へ
か
よ
ふ
道
）

き
み

を

た
に

が
は

り

い
づ

い

か

ほ

た
ゞ
ち

く
さ

つ

み
ち

に
い
づ
。
板
橋
を
わ
た
り
右
に
た
ど
り
て
沢
渡
の
出
湯
に
い
づ
。
四
万
よ
り
四
里
半
と
ぞ
い
ふ
な
る
。

い
た

ば
し

み
ぎ

さ
わ

た
り

い
で

ゆ

し

ま

り

は
ん

こ
ゝ
に
も
ゆ
あ
み
す
る
人
つ
ど
へ
り
。
伊
香
保
よ
り
草
津
へ
の
ゆ
き
か
ひ
に
は
か
な
ら
ず
や
ど
る

ひ
と

い

か

ほ

く
さ

つ

所

な
れ
ば
、
夜
は
わ
き
て
に
ぎ
は
へ
り
。
薬
師
の
み
堂
に
ま
う
で
ゝ
見
れ
ば
、
万
葉
集
な
る

と
こ
ろ

よ

や
く

し

だ
う

み

左
和
多
里
能
手
児
尓
伊
由
伎
安
比
安
可
故
麻
我

サ

ワ

タ

リ

ノ

テ

コ

ニ

イ

ユ

キ

ア

ヒ

ア

カ

コ

マ

カ

安
我
伎
乎
波
夜
美
許
等
登
波
受
伎
奴

ア

カ

キ

ヲ

ハ

ヤ

ミ

コ

ト

ト

ハ

ス

キ

ヌ

と
云
歌
を
石
に
ゑ
り
て
立
た
り
。
こ
ゝ
と

定

た
る
は
た
し
か
な
る

證

あ
り
て
に
や
。

い
ふ

う
た

い
し

た
て

さ
だ
め

あ
か
し

（
富
田
永
世
『
上
毛
温
泉
廻
』
文
政
十
一
年
九
月
一
日
成
）
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【
可
保
夜
が
沼
】

○
上
毛
野
可
保
夜
が
沼
の
い
は
ゐ
蔓
引
か
ば
ぬ
れ
つ
つ
吾
を
な
絶
え
そ
ね
（
三
四
一
六
）
上
野
東
歌

か

ほ

や

つ
ら

あ

《
参
考
》

ａ
入
間
路
の
大
家
が
原
の
い
は
ゐ
蔓
引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る
吾
に
な
絶
え
そ
ね
（
三
三
七
八
）
武
蔵
東
歌

い
り

ま

ぢ

お
ほ

や

つ
ら

わ

ｂ
西
の
方
は
る
か
に
川
嶋
と
聞
え
て
、
こ
ゝ
に
も
甲
波
す
く
ね
の
社
を
見
や
り
た
る
は
、
こ
れ
な
ん

か

は

光
明
院
が
つ
か
さ
ど
れ
る
な
り
け
り
。
う
の
と
し
の
わ
ざ
は
ひ
に
、
其
地
さ
へ
な
が
れ
う
せ
て
、

そ
の
社
は
南
の
方
三
四
町
ば
か
り
ひ
き
し
り
ぞ
き
て
作
り
た
て
た
る
と
ぞ
。
…
…
名
に
高
き
か
ほ

や
が
沼
も
、
む
か
し
こ
の
境
内
に
有
け
る
を
、
近
き
頃
と
な
り
て
は
俤
す
ら
な
く
な
り
し
う
へ
、

ま
た
其
地
さ
へ
ぞ
う
せ
は
て
た
る
。
（
奈
佐
勝
皐
『
山
吹
日
記
』
天
明
六
年1

7
8
6

五
月
十
三
日
条
）

な

さ

か
つ

た
か

＊
「
う
の
と
し
の
わ
ざ
は
ひ
」
は
天
明
三
年
の
浅
間
山
の
大
噴
火
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
災
害

◎
余
談
（
伊
参
）

①
平
安
時
代
前
期
の
吾
妻
郡
の
郷
名

吾
妻
郡

長
田
奈
加
太

伊
参
伊
佐
萬

大
田
於
保
太

（
二
十
巻
本
『
倭
名
類
聚
抄
』
巻
七
）

＊
『
倭
名
類
聚
抄
』
は
平
安
時
代
前
期
の
一
種
の
百
科
事
典
。

源

順

が
編
纂
し
た
。
承
平
（
九

み
な
も
と
の
し
た
が
う

三
一
～
九
三
八
）
年
間
に
成
立
。
こ
こ
に
、
当
時
の
国
名
、
郡
名
、
郷
名
が
全
て
載
っ
て
い
る
。

②
明
治
二
十
二
年
の
町
村
合
併

明
治
二
十
年
頃
、
日
本
国
中
に
は
七
万
一
千
の
町
村
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
江
戸
時
代
以

来
の
も
の
で
あ
り
、
近
代
日
本
に
と
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
町
村
の
面
積
は
あ
ま
り
に
も
狭
す
ぎ
、
行

政
上
不
都
合
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
二
十
一
年
に
市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
翌
明
治
二
十
二
年
に

大
規
模
な
町
村
合
併
を
行
い
、
全
国
の
市
町
村
の
数
は
一
万
五
千
に
な
っ
た
。
こ
の
大
合
併
の
折
、

江
戸
時
代
以
来
の
村
名
は
大
部
分
が
大
字
と
し
て
残
り
、
今
に
至
っ
て
い
る
。
都
市
部
を
除
い
て
、

今
に
残
る
大
字
の
大
部
分
は
江
戸
時
代
ま
で
遡
れ
る
貴
重
な
地
名
で
あ
る
。

群
馬
県
に
お
い
て
は
、
明
治
二
十
年
頃
に
約
千
あ
っ
た
町
村
が
、
明
治
二
十
二
年
の
合
併
で
二
〇

九
に
統
合
さ
れ
た
。
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こ
の
折
の
町
村
合
併
で
、
四
村
が
合
併
し
て
伊
参
村
が
成
立
し
た
。
伊
参
村
の
名
は
、
古
代
、

こ
の
地
が
伊
参
郷
に
属
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
に
よ
る
。

【
明
治

年
】

22

中
之
条
町

伊
勢
町

西
中
之
条
村

中
之
条
町

青
山
村

市
城
村

山
田
村

折
田
村

上
沢
渡
村

沢
田
村

下
沢
渡
村

四
万
村

【
昭
和

年
】

30

中
之
条
町

原
岩
本
村

五
反
田
村

伊
参
村

蟻
川
村

大
道
新
田
村

平
村

横
尾
村

大
塚
村

名
久
田
村

赤
坂
村

栃
窪
村

＊
『
上
野
国
郡
村
誌
』
（
成
立
は
明
治
一
〇
年
代
か
）
「
上
野
国
吾
妻
郡
伊
勢
町
」
の
「
字
地
」
条
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
神

本
町
ノ
南
ニ
接
ス
、
東
西
四
町
卅
九
間
南
北
二
町
二
十
二
間

伊
参

本
町
ノ
南
ニ
ア
リ
、
東
西
五
町
南
北
二
町
三
十
八
間

川
端

本
町
南
端
ニ
シ
テ
吾
妻
川
ニ
沿
フ
、
東
西
拾
四
町
南
北
二
町
三
十
間

忠
則

本
町
ノ
東
ニ
ア
リ
、
東
西
四
町
四
十
二
間
南
北
五
町
十
四
間

宇
津
間

平
村
西
北
ノ
飛
地
ヲ
云
、
幅
員
未
詳

小
原

本
町
ノ
北
方
、
東
西
十
壱
町
十
七
間
南
北
五
町
十
三
間

天
台

本
町
ノ
北
部
、
東
西
十
二
町
南
北
四
町
四
十
間

古
垣
内

本
町
西
北
ニ
ア
リ
、
東
西
四
町
五
間
南
北
四
町

こ
ち
ら
こ
そ
が
平
安
時
代
の
伊
参
郷
の
遺
称
地
か
。


